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研究成果の概要（和文）： 

画像及びテキストの類似性に基づき，大量のニュース映像かなるアーカイブと実世界の多

様な情報資源とを関連づける手法を開発した．また，ニュースストーリ間の時系列的な遷

移状況を表す「トピックスレッド構造」を可視化した“mediaWalker”インタフェースから，

これらの実世界情報をたどって閲覧することができるようにした．これにより，実世界の

様々なニュースに関して，高次の意味構造を分かりやすく把握できるようになった． 

 

研究成果の概要（英文）： 
This project developed methods that link a large-scale news video archive and various 
kinds of real-world information based on image and text similarity. In addition, it 
realized the browsing of real-world information linked from the “mediaWalker” interface 
that visualized “topic thread structures” which represents the chronological causal 
relation between news stories. By such technology, it became possible to understand easily 
high-level semantic structure of various news in the real world. 
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１．研究開始当初の背景 

近年，大規模な外部記憶装置の普及によ
り，爆発的な量の映像データを蓄積できる
ようになった．これに対し，大量の映像デ
ータの高速処理や，効率的な検索・閲覧に
関する研究が盛んである．研究代表者らも，
1,000 時間を超える大量の映像データを蓄
積し，効率的な検索・閲覧を目指して，映
像データ中の意味構造を解析する手法及び，
映像データ間の意味構造を解析する手法に
ついて取り組んできた．その過程で，大量
の映像データを有効利用するためには，映

像データをあるがままに検索・閲覧するだ
けでなく，他の情報資源と関連づけて提示
することが重要であるという知見を得た． 
 

２．研究の目的 

本研究課題では，これまでニュース映像

の知的構造化に関する研究において確立し

た以下の技術に基づき，ニュース映像アー

カイブと実世界に存在する多様な情報資源

とを関連づけることを目指した． 
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・ ニュースストーリ間の時系列的な遷移 

・ 状況を表す「トピックスレッド構造」（図

1）の抽出手法 

・ 同 一 素 材 映 像 を 加 工 し た 準 同 一

（near-duplicate）映像を高速に検出す

る技術及び，準同一映像を手がかりとし

た言語横断ニュースストーリ関連づけ

手法 

 

これにより，実世界で必ずしも関連づけら

れていない多様な情報資源が，ニュース映

像アーカイブ中の時系列意味構造に沿って

体系化されるようになることを期待した． 
 

３．研究の方法 

図 2に例示するように，ニュース映像中
のあるイベントに注目すると，それに関連
して，国内外の放送局のニュース映像，オ
ンラインウェブニュース記事，それらを承

けた解説・感想などを記したブログ記事，
さらに関連画像・映像などの実世界情報が
存在する．これらには当該イベントに関す
る多様な解釈や描写が含まれるため，イベ
ントの本質を理解するためには，収集して
分析する必要がある．本研究課題ではユー
ザがそのような分析をしやすいように，ま
ず，ニュース映像に実世界の様々な情報を
関連づ付け，次に関連付けられた情報資源
を，既開発のトピックスレッド閲覧インタ
フェース“mediaWalker”（図 3）上に反映
した． 
 
４．研究成果 
（1）平成 21 年度は，準同一映像の量的な

利用可能性を検証するために，まず 1 
週間程度の期間について，東京地区地
上波放送局のニュース映像を照合し，
準同一映像を検出した．この実験結果
に応じて，準同一映像検出結果とテキ
スト情報の類似性の各々にどの程度
重点をおくべきか検討し，他のニュー
ス映像との関連づけを行った．また，
複数のニュースストーリからなるト
ピックスレッド構造の部分構造に対

図 1：トピックスレッド構造の例 
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図 2：トピックスレッド構造に沿った実世

界情報の関連付け 

図 3：トピックスレッド閲覧インタフ

ェース“media Walker”（図 1と同じ

構造） 



して，放送年月日と文字放送字幕テキ
スト中の語句に注目し，対応する
Wikipedia 記事を検出した，ニュース
映像に正規化された見出しを付与す
る技術を開発した． 

 
（2）平成22年度は，前年度に実現したニュ

ース映像へのWikipedia項目のタグ付
け結果に基づき，mediaWalker 閲覧イ
ンタフェースにリンクを張れるよう
に改造した（図4）．また，他のオン
ラインニュースコンテンツである，ウ
ェブニュースや放送局が提供するニ
ュース検索サービスなどへもリンク
を張れるように改造した．この際，
Wikipedia項目のタグ付けに際して開
発した技術を応用することで，時期と
内容を考慮した高精度な関連付けを
実現した． 

以上により，関連づけられた多様な

情報資源を時系列意味構造に沿って

体系化し，閲覧できるようになったた

め，実世界の様々なニュースに関して，

高次の意味構造を分かりやすく把握

できるようになった． 
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